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 内容は 1887 年版学習プログラムで強調されていた「個人の義務」がやはり登場する，その中身は
アルコールなど，従前 1887 年学習プログラムのままの傾向が強い（29）。 







































２ 偉大な共和主義者について：ダントン，カルノー，ラマルチーヌ，ユゴー，キネ，ガンベッタ，Ｊ.フェリ  ー
３ 共和政は，尊厳，進歩，連帯的正義による政府である。：共和主義者の改革，まだ達成されていないことについ
て 





































































 その後の学習プログラム改定は，1936 年の人民戦線内閣成立以降の 1938 年となる。義務教育が
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